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令和 4 年 4 月 作成 

ＲＩ施設利用のための細則 

 

１．新規登録のために必要な書類と手続 

（１）登録申請書 

：学術支援センターRI管理室（以下、RI管理室）より受け取る。 

（２）被ばく歴調査書 

：過去に RI施設で従事していた者や被ばく歴のある者は、最新の被

ばく記録を必ず添付してください。 

（３）健康診断書診票 

：血液検査、眼と皮膚の検査を行う。 

（４）教育訓練受講書 

：RI 管理室の指導により所定の教育訓練を受講すると、教育訓練受

講証明書が付与される。  

（５）実験計画書 

：ＲＩ管理室より受け取り、実験計画が決まり次第、ＲＩ管理室に

提出する。年度更新。 

 

（１）～（４）の書類はまとめて RI管理室に提出する。すべての手続きが終了後、 

入退のための指静脈の登録をＲＩ管理室で行うこと。 

（１）～（３）： https://www.adres.ehime-u.ac.jp/bumon/ri-touroku.pdf  

（５）  ： https://www.adres.ehime-u.ac.jp/bumon/re-keikaku2021.pdf 

 

 

 

２．次年度への更新手続き 

（１）定期健康診断： 

職員、学生とも年２回、問診票を提出（例年６月及び１２月）することにより可能で

あれば検診は省略されるが、受診が必要な場合もある。 

（２）定期教育訓練： 

職員、学生とも年１回、例年２～３月頃行う。後日、ＤＶＤによる受講も可能。 

（３）毎年、実験計画書を提出する。 

 

３．再登録 

登録期間が終了後、再度登録する場合は再登録手続が必要。再登録申請書、健康診断書、再

登録のための教育訓練（通常は２時間、１年以上空いた場合は新規と同様）が必要。 

 

(1)～(3) (5) 
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注文書 

４．ＲＩ注文 

（１）当施設の使用許可核種、量を確認し、所定の申込用紙でＲＩ管理室に注文する。 

（決して自分で直接日本アイソトープ協会へ注文しない。） 

申込用紙： https://www.adres.ehime-u.ac.jp/bumon/03/guide/ri.html 

 

（２）入荷日と申込締切日 

入荷日は商品により異なるので、詳しくは 

J-RAM(https://www.j-ram.net/jram/DispatchTopPage.do) 

から検索するか、ＲＩ管理室に相談すること。 

 

・火曜日、ほとんどの商品が入荷する。締め切り日は、前週木曜日１３時。 

・木曜日、特定の商品のみ入荷する。締め切り日は、前週木曜日１３時。 

・金曜日、限られた商品のみ入荷する。締め切り日は、前週月曜日１３時。 

 締め切り日より早めに注文書をＲＩ管理室に出してください。 

在庫や輸送の関係で、予定通りに入荷できないこともあるので、 

必要な場合は事前にＲＩ管理室に相談すること。 

 

５．ＲＩ施設への入場および管理区域への入室について 

ＲＩ施設の入口扉は、夜間休日など職員不在の場合は暗証番号が必要（事前にＲＩ管理室か

ら聞いておくこと）。 

管理区域の入退出は指静脈照合による。個人線量測定バッジ、作業服を着用すること。 

（１）個人線量測定バッジ：紛失を防ぐため、ＲＩ施設外への持ち出しや作業服に付けたま

ま等はせず、所定の場所に返しておくこと。 

（２）作業服：ＲＩ使用者は、放射線専用作業服を各自用意する（自講座の使用されていな

い物を利用することも出来る。）作業服には所定の名札をつけて使用する。 

（３）外部被ばく線量当量測定個人報告書：被ばく結果は、約半月後にＲＩ管理室より使用

者に連絡される。（外部被ばく報告書の被ばく線量結果には、内部被ばく線量についても記

載されている事を、よく理解・確認しておくこと。） 

 

６．使用開始 

（１）ＲＩの受け入れ、譲受、譲渡 

ＲＩは一般的に日本アイソトープ協会から購入し、本施設で使用・廃棄するが、他大学や他

研究所から譲受けし、あるいは他大学等へ譲渡することも起こりうる。その際には、必ずＲ

Ｉ管理室にその旨相談すること。（決して個人等だけで、譲受け、譲渡しを行ってはならな

い。） 

（２）未使用ＲＩの出庫：ＲＩ入り口の使用記録簿（記載例を参照）に記載した後、第１貯

蔵室（施錠されている）より管理者立ち会いのもとに出庫する。（不要なＲＩがあれば必ず

J-RAM 

https://www.adres.ehime-u.ac.jp/bumon/03/guide/ri.html
https://www.j-ram.net/jram/DispatchTopPage.do
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廃棄処分する。） 

（３）使用中のＲＩの出庫：使用中のＲＩは、第２貯蔵室に保管されている。第２貯蔵室は、

指静脈の照合により開扉する。ＲＩの出庫の際は使用記録簿（記載例を参照）に記載する。 

（４）第１貯蔵室からのＲＩの出庫は原則として月～金曜日の９：００～１７：００までと

する。 

 

７．使用中 

（１）被ばく、汚染に注意して作業すること。（ポリ濾紙、バット、遮蔽板、サーべイメー

タ 等を使用） 

（２）固体の放射性廃棄物（可燃、難燃、不燃）は、ＲＩ保管廃棄室の講座専用のドラム缶

に廃棄する。 

（３）放射性無機液体廃液は所定の専用容器（共用）に廃棄する。（廃液が容器の八部目に

なったところで蓋をしっかり閉め、その旨ＲＩ管理室に伝える。） 

（４）放射性有機廃液(液体シンチレーションカクテルのみ)は、洗浄室の専用容器（共用の

10 L容器)に廃棄する。 

（５）実験室に設置する物を持ち込む場合は、管理者の許可を得る。（特に他の利用者の迷

惑になる物、広いスペースをとる物など） 

（６）液シンバイヤルは、測定後すみやかに洗浄することを心がけ、箱には、講座名と個人

名を記載し、講座の責任で管理すること。 

 

８．実験終了時 

実験台周辺を整理整頓し、汚染検査（サーベイメータ、スミアテストなど）を行い、汚染の

ないことを確認する。 

（１）ＲＩによる汚染が検出された場合は実験者が速やかに除染洗浄する。 

（２）ＲＩには講座名、使用者名等を記入して第２貯蔵室に返す。ＲＩを実験室に放置した

り、一般の冷蔵庫に収納してはいけない。 

 

９．退出時 

各自手洗い、ＨＦＣモニターによる汚染検査を行い、使用簿の記帳の確認を行う。 

 

１０．使用済みＲＩバイアルビンの回収について 

洗浄室のバイアルなどは所有者を特定できるようにし、１週間以内に片づける。廃棄予定の

使用済みＲＩバイアルビンが発生した場合は、RI管理者に相談すること。 

 

１１．放射性廃棄物の処理 

原則として放射性廃棄物を出した者が、所定のところまで処理をする。 

（１）動物廃棄物：原則としてＲＩ管理者の指導のもとに廃棄を行う。 
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（２）液シン廃液：ＲＩ管理者の指示のもとに液シン廃液専用のポリ容器に廃棄する。 

（３）固体廃棄物容器を日本アイソトープ協会へ引き渡す際（毎年１１月頃）には、ＲＩ管

理者の指導のもとに、ドラム缶詰め等の作業を行う。 

 

１２．毒物・劇物・危険物等について 

本施設で毒物・劇物・液体シンチレーター以外の危険物（有機溶剤）等を使用する場合は、

あらかじめ実験計画書中にその旨記入しておくこと。 

これらの物質は、使用後必ず自講座に持ち帰り、使用の記録は講座の責任で行うこと。なお、

液体シンチレーターについては、ＲＩ施設内の専用の保管場所に保管してもよい。 

 

１３．使用者名の記載 

共用の冷蔵庫、冷凍庫、棚に収納する物には使用者名を記載する。１年以上使用されずに放

置された物は廃棄処分の対象となる。 

 

１４．ＣＯＬＤ廃棄物 

 廃棄物は７種類（可燃、難燃、不燃、発泡スチロール、非感染性廃棄物、鋭利な物）に分

類する。 

（１）ゴミ箱の置き場は、ＲＩ管理区域の入り口付近に１カ所に限定し、勝手にゴミ箱を増

やさないこと。 

（２）包装容器などのＣＯＬＤ廃棄物（発泡スチロール、プラスチック）で放射性のマーク、

文字があるものは消して廃棄する。 

 

１５．月に１度の整理整頓 

ＲＩ管理者の指示に基づき、月に１度自講座の使用部分の整理を行う。 

 

１６．年に１度（８月頃）の大掃除 

ＲＩ使用者は年に１度共同で以下の作業等を行う。 

（１）使用実験室を中心に管理区域内の整理を行う。 

（２）放射性廃棄物（特に減衰後の水溶性廃棄物）の廃棄処理等を行う。 

（３）ＲＩ貯蔵庫・一般冷凍庫冷蔵庫・棚等の整理整頓を行う（不要な物は捨てる）。 

（４）その他ＲＩの安全運営に必要な作業に協力する。 

 

１７．一時立入者 

ＲＩの実験（使用、運搬、廃棄等）以外の目的で一時的に立入る者が、一時立入者である。

一時立入者は事前に管理室に届出をし、管理者の指導および必要な教育訓練を受けた後立入

ること。その際、一時立入者は作業服およびポケット線量計を付けて入室し、退室時には一

時立入者被ばく記録に記録すること。都合により立入りが許可されないことがある。 
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１８．罰則   

（１）管理区域外でＲＩを使用した者は、無期限の使用停止とする。 

（２）無登録のままＲＩを使用した者は、１ヶ月間登録出来ない。 

（３）無登録の者を無許可で施設に立入りさせた登録者は１週間の使用停止とする。 

（４）無許可で管理区域に入った者は、１週間の停止処分とする。 

（５）その他、悪質な者及び講座は、使用停止等の処分とする。 

 

 以 上 


